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基本構想に関する再協議事項 

 

１ 新病院の病床数について 

 

  ⇒ 適正病床数について再度検討する。 

   

【経過】 

新病院の病床数については、第３回検討委員会において、100 床（一般病床 70床、

地域包括ケア病床 30 床）を適当とすることが決定されたものの、第４回検討委員

会において、新病院の事業費や収支計画が示されていない現状では決定を保留とす

べきとの意見が出された結果、現在のところ病床数は決定されていない。 

 

第３回検討委員会資料より（9月 29 日実施） 

区分 病床数 診療科ごとの内訳 診療科 病床数 

一般病床 70 床 

 内科 30 床 

 外科 30 床 

 整形 10 床 

地域包括ケア病床 30 床  混合 30 床 

計 100 床   100 床 
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２ 経営形態の検討について 

 

  ⇒ 病院の経営形態について再度検討する。 

 

 【経過】 

  第４回検討委員会において、経営形態については、「公設公営・公設民営にとらわ

れずに、医師確保と経営基盤の強化向上につながるより良い経営形態について、継

続的に検討していくものとする。」とされた。 

 

しかしながら、第５回検討委員会において、経営形態に関する議論については、

さらに深める必要があるとの意見等があり、建替整備基本構想・基本計画の検討時

も含めて引き続き検討していくこととされたものである。 

 

なお、新改革プランにおける経営形態の記載は次のとおりとなっている。 

「経営形態については、公設公営・公設民営にとらわれることなく、医師確保と

経営基盤の強化向上につながるより良い経営形態について、今後の建替え整備に関

する基本構想及び基本計画の検討時も含めて、継続的な課題として引き続き検討し

ていくものとする。」 


